


























On the Architectural Characteristics of a Traditional Façade Design in the 
Tomonoura District: A Study of the Relationship Between Façade Design and  
Color in a Regional Townscape (part 3)































































































































































































5．今 後 の 課 題
　道路南側の街並みについても同様の調査を実施し，両側の街並みを対象として建築的特徴を考
察することが望まれる。今回の伝統グループの中には改修建物も存在し，改修グループの中にも
建替建物が存在することを踏まえ，建物の築造年代や改修，建替の時期や理由，当初の建物外観
が把握できれば，人々の生活とともに歩んできた街並みそのものの変遷を知ることができ，今後
の街つくりの指針となりうる。ギリシャのサントリニ島やスペインのミハスのように，建物の外
観デザインから窓や扉の仕様，植栽，ペーブメントに至るまで，街並み構成要素に対して細かく
デザインコードを規定して，街ぐるみで伝統的街並みを保存継承している地域があることに鑑
み，こうしたデザインコードの有効性についても議論を深めることが必要ではないだろうか。長
野県小布施町や代官山ヒルサイドテラスなど，１人の建築家が長年に渡って築き上げてきた良質
な街並みには，こうしたデザインコードに近い考え方が感じられ，これからの街並み景観が目指
す一つのお手本となりうると思われる。
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